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第 1 章 WebSphere® Commerce の紹介

本書では、単一のマシンに WebSphere Commerce バージョン 5.5 の主要コンポーネン
トをインストールして構成する方法について説明します。対象となる読者は、システム
管理者など、インストール作業と構成作業を実行する人です。拡張構成のシナリオの詳
細は、「WebSphere Commerce インストール・ガイド」を参照してください。

WebSphere Commerce Studio のインストールと構成の手順については、「WebSphere

Commerce Studio インストール・ガイド」を参照してください。

本書および本書の更新版の PDF ファイルは、WebSphere Commerce Technical Library

Web サイト (http://www.ibm.com/software/commerce/library/) から入手できます。追
加のサポート情報については、WebSphere Commerce Support サイト
(http://www.ibm.com/software/commerce/support/) を参照してください。

製品への最新の変更について知るには、更新された製品 README ファイルを参照して
ください。 これも WebSphere Commerce Technical Library Web サイト
(http://www.ibm.com/software/commerce/library/ ) から入手できます。

本書の表記規則
本書では、以下の規則を使用しています。

太文字 フィールド名、アイコン名、またはメニュー選択項目などのグ
ラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) のコントロ
ール、またはコマンドを示します。

モノスペース
(Monospace)

示されているとおりに入力するテキスト例、ファイル名、ディ
レクトリー・パスおよび名前を示します。

イタリック 用語を強調するのに使用します。また、実際のシステムに合わ
せて該当する値に置き換えることが必要な名前を示す場合もあ
ります。

デフォルトのインストール・パス
本書でインストール・パスについて述べられている場合、デフォルトのパス名として次
のものを使用します。

WebSphere Commerce

Version 5.5

WC_installdir
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IBM® DB2 Universal

Database™ Version 8.1.1

Enterprise Edition

DB2_installdir

IBM HTTP Server

Version 1.3.26

HTTPServer_installdir

WebSphere Application Server

Version 5.0

WAS_installdir

本書で、様々なインストール済み製品のインストール・パスを表す方法については、 11

ページの『パス変数』を参照してください。

サポートされる Web ブラウザー
WebSphere Commerce のツールとオンライン・ヘルプには、WebSphere Commerce のマ
シンと同じネットワーク上にあって Windows® オペレーティング・システムが実行され
ているマシンにおいて、Microsoft® Internet Explorer 6.0 を使用してのみアクセスできま
す。 Internet Explorer は、6.0 のフル・バージョンのもの (Internet Explorer 6.0 Service

Pack 1 およびインターネット・ツール) あるいはそれ以降のものに対して Microsoft に
よる最新の重要なセキュリティー更新を適用したものを使用する必要があります。それ
より前のバージョンでは、WebSphere Commerce のツールが完全にはサポートされてい
ません。

ショッパーは、以下のいずれかの Web ブラウザーを使用して Web サイトにアクセス
できます。 これらは、すべて WebSphere Commerce でテスト済みです。

v AOL 7 以降 (Windows 用)

v Microsoft Internet Explorer:

– バージョン 6 以降 (Windows 用)

– バージョン 5 以降 (Macintosh 用)

v Netscape:

– バージョン 6.1 以降 (Windows 用)

– バージョン 6.2.3 以降 (Linux 用)

v Netscape Navigator:

– バージョン 4.51 以降 (Windows 用)

– バージョン 4.79 以降 (Linux 用)
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WebSphere Commerce で使用されるポート番号
以下に、WebSphere Commerce またはそのコンポーネント製品によって使用されるデフ
ォルトのポート番号のリストを示します。 WebSphere Commerce 以外のアプリケーショ
ンでは、これらのポートを使用しないようにしてください。システムにファイアウォー
ルが構成されている場合には、これらのポートがアクセス可能になっていることを確認
してください。

ポート番号
使用するソフトウェア

80 IBM HTTP Server

389 Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) ディレクトリー・サーバー

443 IBM HTTP Server - セキュア・ポート

1099 WebSphere Commerce 構成マネージャー・サーバー

2809 WebSphere Application Server ブートストラップ・アドレス

5432 WebSphere Commerce Payments 非セキュア・サーバー

5433 WebSphere Commerce Payments セキュア・サーバー

5557 WebSphere Application Server Internal Java™ Messaging Service サーバー

5558 WebSphere Application Server Java Messaging Service サーバーの待機アドレス

5559 WebSphere Application Server Java Messaging Service の直接アドレス

7873 WebSphere Application Server DRS クライアント・アドレス

8000 WebSphere Commerce Tools。このセキュア・ポートは SSL が必要です。

8002 WebSphere Commerce 管理コンソール。 このセキュア・ポートは SSL が必要
です。

8004 WebSphere Commerce 組織管理コンソール。このセキュア・ポートは SSL が
必要です。

8008 IBM HTTP Server 管理ポート

8880 WebSphere Application Server SOAP Connector アドレス

9043 WebSphere Application Server 管理コンソールのセキュア・ポート

9080 WebSphere Application Server HTTP トランスポート

9090 WebSphere Application Server 管理コンソール・ポート

9443 WebSphere Application Server HTTPS トランスポート・ポート

9501 WebSphere Application Server セキュア・アソシエーション・サービス

9502 WebSphere Application Server 共通セキュア・ポート

9503 WebSphere Application Server 共通セキュア・ポート
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50000 DB2® サーバー・ポート

60000 以上
DB2 TCP/IP 通信

ユーザー ID、パスワード、および URL の早見表
WebSphere Commerce 環境での管理には、さまざまなユーザー ID が必要です。それら
のユーザー ID と、それに必要な権限のリストを、次の表に示します。各 WebSphere

Commerce ユーザー ID ごとにデフォルトのパスワードを示しています。

ユーザー ID デフォルト値 備考

Windows ユー
ザー ID

適用されない Windows ユーザー ID に管理者権限および以
下の拡張ユーザー権限が必要です。

v オペレーティング・システムの一部として
機能する

v トークン・オブジェクトを作成する

v 割り当て量を増加させる

v サービスとしてログオンする

v プロセス・レベル・トークンを置換する

また、このユーザーは、 7ページの『DB2

Universal Database ユーザー ID の要件』で
概説されている DB2 ユーザー ID の要件も
満たしていなければなりません。

ユーザー権限は、 Windows ローカル・セキ
ュリティー・ポリシー・コンソールで付与さ
れます。ローカル・セキュリティー・ポリシ
ー・コンソールにアクセスするには、「スタ
ート」→「コントロール パネル」→「管理ツー
ル」→「Local Security Policy」の順に選択
します。拡張ユーザー権限の設定の指示につ
いては、Windows の資料を参照してくださ
い。

Windows ユーザー ID に管理権限がないか、
またはその長さが 20 文字を超える場合、あ
るいはローカル・マシンで定義されていない
場合、問題が通知され、インストールを続行
できなくなります。
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ユーザー ID デフォルト値 備考

構成マネージャ
ーのユーザー
ID

構成マネージャーのデ
フォルト・ユーザー
ID およびパスワード
は、webadmin および
webibm です。

構成マネージャー・ツールのグラフィカル・
インターフェースを使用すれば、WebSphere

Commerce の構成方法を変更できます。構成
マネージャーには、WebSphere Commerce マ
シンからアクセスすることも、グラフィカ
ル・ユーザー・インターフェースをサポート
し、構成マネージャー・クライアントがイン
ストールされている、WebSphere Commerce

と同じネットワーク上の任意のマシンからア
クセスすることができます。

IBM HTTP

Server

のユーザー ID

適用されない Web サーバーのホーム・ページには、Web

ブラウザーをオープンし、以下の URL を入
力することによってアクセスできます。

http://host_name

第 1 章 WebSphere® Commerce の紹介 5



ユーザー ID デフォルト値 備考

WebSphere

Commerce サイ
ト管理者

適用されない

サイト管理者 ID とパ
スワードは、高速イン
ストールの一部として
作成されます。

サイト管理者ユーザー ID とパスワードは、
以下の WebSphere Commerce ツールに適用
されます。

v WebSphere Commerce アクセラレーター。
WebSphere Commerce アクセラレーター
にアクセスするには、WebSphere

Commerce と同じネットワーク上にある
Windows マシンで Internet Explorer をオ
ープンして、以下の URL を入力します。

https://host_name:8000/accelerator

v WebSphere Commerce 管理コンソール。
WebSphere Commerce 管理コンソールにア
クセスするには、WebSphere Commerce と
同じネットワーク上にある Windows マシ
ンで Internet Explorer をオープンして、以
下の URL を入力します。

https://host_name:8002/adminconsole

v WebSphere Commerce 組織管理コンソー
ル。 WebSphere Commerce 組織管理コン
ソールにアクセスするには、WebSphere

Commerce と同じネットワーク上にある
Windows マシンで Internet Explorer をオ
ープンして、以下の URL を入力します。

https://host_name:8004/orgadminconsole

WebSphere Commerce では、ユーザー ID と
パスワードが次の規則になっていることが必
要です。

v パスワードの長さは最低 8 文字。

v パスワードには、少なくとも 1 つの文字
が含まれなければなりません。

v パスワードには、少なくとも 1 つの英字
が含まれなければなりません。

v パスワードには、同じ文字が 4 回を超え
て出現してはなりません。

v パスワードには、同じ文字を 3 回を超え
て繰り返すことはできません。
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ユーザー ID デフォルト値 備考

WebSphere

Commerce

Payments 管理
者

WebSphere Commerce

Payments をインスト
ールする時点で、
WebSphere Commerce

サイト管理者 ID に
WebSphere Commerce

Payments 管理者役割
が自動的に割り当てら
れます。

WebSphere Commerce Payments 管理者役割が
割り当てられているユーザー ID では、
WebSphere Commerce Payments の制御と管理
が可能です。

DB2 Universal Database ユーザー ID の要件
DB2 では、データベース管理者およびデータベース・ユーザーのユーザー ID とパスワ
ードは次の規則に従う必要があります。

v ユーザー ID は 20 文字を超えることができません。

v パスワードは 14 文字を超えることができません。

v 使用できる文字は A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9、@、#、$、および _ だけです。

v 先頭文字として下線 (_) は使用できません。

v USERS、ADMINS、GUESTS、PUBLIC、LOCAL は、大文字小文字の別に関係なく、ユーザ
ー ID として使用できません。

v IBM、SQL、SYS は、大文字小文字の別に関係なく、ユーザー ID の先頭の 3 文字と
して使用できません。

v Windows サービス名と同じユーザー ID は使用できません。

v ユーザー ID はローカル・マシン上で定義されていなければならず、ローカル管理者
のグループに属していなければなりません。

v ユーザー ID には以下の拡張ユーザー権限が必要です。

– オペレーティング・システムの一部として機能する

– トークン・オブジェクトを作成する

– 割り当て量を増加させる

– サービスとしてログオンする

– プロセス・レベル・トークンを置換する

第 1 章 WebSphere® Commerce の紹介 7



オペレーティング・システムの一部として機能する 拡張ユーザー権
限を持っていなくても、インストールを実行することはできますが、
DB2 セットアップ・プログラムはデータベース管理者 ID の妥当性
を検査することができません。 DB2 のインストールに使用するユー
ザー・アカウントがこの拡張ユーザー権限を持っていることが推奨さ
れています。
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第 2 章 インストール前の要件

このセクションでは、WebSphere Commerce をインストールする前に実行しておくこと
の必要なステップについて説明します。

重要
正常にインストールするためには、ここで説明するインストールの前提となるす
べてのステップを実行しなければなりません。

知識に関する要件
WebSphere Commerce をインストールおよび構成するには、以下のことに関する知識が
必要です。

v パーソナル・コンピューターと使用するオペレーティング・システム

v インターネット

v Web サーバーの運用と保守

v IBM DB2 Universal Database

v オペレーティング・システムの基本的なコマンド

ストアを作成しカスタマイズするには、以下のことに関する知識が必要です。

v WebSphere Application Server

v IBM DB2 Universal Database

v HTML および XML

v 構造化照会言語 (SQL)

v Java のプログラミング

ストアフロントおよびストア・データ資産の開発については、「WebSphere Commerce

ストア開発者ガイド」を参照してください。ビジネス・ロジック (またはバック・オフ
ィスのビジネス・ロジック) の開発またはカスタマイズについては、「WebSphere

Commerce プログラミング・ガイドとチュートリアル」の資料を参照してください。

前提条件となるハードウェア
WebSphere Commerce をインストールする前に、以下の最低限のハードウェア要件を満
たしていることを確認してください。

© Copyright IBM Corp. 1996, 2003 9



専用の Pentium® III 733 MHz (実稼働環境ではそれ以上を推奨) の IBM 互換パーソナ
ル・コンピューターで、以下のハードウェアを備えたもの。

v プロセッサー当たり 1 GB 以上のランダム・アクセス・メモリー (RAM)。
WebSphere Commerce または WebSphere Commerce Payments インスタンスが 1 つ
追加されるごとに、インスタンス当たりの RAM を 512 MB 追加する必要がありま
す。

v ターゲット・インストール・ドライブ上に 2 GB 以上の空きディスク・スペース。ま
た、C: ドライブには、それに加えて 300 MB が必要です。使用しているマシンで
FAT 区画が使用されていて、その区画が 1.024 GB を超える場合は、その 2 倍の空
きディスク・スペースが必要になります。インストールでは、十分な空きディスク・
スペースがあるかどうかがチェックされ、スペースが不足している場合には警告が出
されます。

v RAM の 2 倍のページング・スペース (たとえば RAM が 512 MB なら 1024 MB

のページング・スペース)。これは、Windows の「システムのプロパティ」の「詳
細」パネルの「パフォーマンス オプション」で調整できます。

v CD-ROM ドライブ。

v 256 色以上のグラフィックス表示可能モニター。

v マウスまたはその他のポインティング・デバイス。

v ローカル・エリア・ネットワーク (LAN) アダプター。

前提条件となるソフトウェア
WebSphere Commerce をインストールする前に、以下の最低限のソフトウェア要件を満
たしていることを確認してください。

v Windows 2000 Server または Advanced Server Edition (Service Pack 3 インストール
済みのもの)。最新のサービス・パックは Microsoft Corporation Web サイト
(http://www.microsoft.com) から入手できます。

その他の要件
WebSphere Commerce をインストールする前に、さらに、以下のことを実行することが
必要です。

v 実行されているアプリケーションをすべて停止します。

v マシン上で Lotus® Notes™ などのサーバーが実行されている場合には、そのサーバー
を停止します。

v WebSphere Commerce では IP アドレスとホスト名の両方が使用されるため、システ
ムの IP アドレスがホスト名に対応付けされていなければなりません。 IP アドレス
を判別するには、コマンド・ウィンドウを開いて次のように入力します。

nslookup host_name

10 WebSphere Commerce クイック・スタート
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正しい IP アドレスからの応答があればよいということになります。

v ホスト名がドメイン付きで完全修飾されていることを確認します。

v Web サーバーのホスト名に下線 ( _ ) が含まれないようにしてください。 IBM

HTTP Server は、ホスト名に下線が含まれるマシンをサポートしていません。

v 以下のいずれかのポートを使用する Web サーバーがインストールされている場合、
WebSphere Commerce をインストールする前に Web サーバーを使用不可にします。

– 80

– 443

– 5432

– 5433

– 8000

– 8002

– 9090

– 8004

パス変数
本書では、以下の変数がパスに使用されます。

WAS_installdir

これは、WebSphere Application Server のインストール・ディレクトリーです。
WebSphere Application Server のデフォルトのインストール・ディレクトリーは
C:¥Program Files¥WebSphere¥AppServer です。

WC_installdir

これは、WebSphere Commerce のインストール・ディレクトリーで、
WebSphere Commerce プロプラエタリー・データが含まれています。
WebSphere Application Server のデフォルトのインストール・ディレクトリーは
C:¥Program Files¥WebSphere¥CommerceServer55 です。
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第 3 章 WebSphere Commerce のインストール

この章では、単一のノード上への WebSphere Commerce のインストールおよび構成の全
体を説明しています。このインストールは、以下の条件下で実行する必要があります。

v 同じノード上に以下のコンポーネントをインストールする予定であること、およびそ
れらのコンポーネントがノード上にプリインストールされていないこと。

– DB2 Universal Database、バージョン 8.1

– IBM HTTP Server、バージョン 1.3.26

– WebSphere Application Server 基本製品、バージョン 5.0

– WebSphere Commerce Server

– WebSphere Commerce Payments

v WebSphere Commerce インスタンスをインストール先のシステムの言語以外の言語で
作成したい場合は、高速インストールは使用できません。

高速インストールの完了
高速インストールを完了するには、以下のようにします。

1. 管理権限を持つユーザーとしてシステムにログオンします。

注: このユーザーは、 4ページの『ユーザー ID、パスワード、および URL の早見
表』の Windows ユーザー ID について概説されている、拡張ユーザー権限も
持っていなければなりません。

2. WebSphere Commerce Disk 1 CD をドライブに挿入します。

3. setup.exe を実行するか、コマンド・プロンプトで setup -console を入力しま
す。

-console パラメーターを使用すると、テキスト・ベースのインストール・ウィザー
ドが開始します。テキスト・ベースのインストール・ウィザードでのステップと、
GUI ベースのインストール・ウィザードでのステップは同じですが、選択オプショ
ンの方法とインストール・ウィザードを継続する方法は異なります。

このセクションでは、GUI ベースのインストール・ウィザードでのオプションの選
択および継続についての指示のみが載せられています。テキスト・ベースのインス
トール・ウィザードを使用する際にオプションを選択して継続するには、テキス
ト・ベースのインストール・ウィザードで提供されるプロンプトに従ってくださ
い。
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重要
Windows 2000 Terminal Server エディションのリモート・セッションのネッ
トワーク・マップ・ドライブから WebSphere Commerce をインストールする
ことはできません。

4. インストール言語を選択して、「OK」を選択します。システムの言語設定に関係な
く、ソフトウェアはこの言語でインストールされます。

5. 初期画面を読んでから、「次へ」を選択します。

6. 使用条件の条項を読みます。使用条件の条項に同意する場合は、同意することを選
択して、「次へ」を選択します。

7. インストール・タイプを選択することが求められたら、「高速インストール」を選
択して、「次へ」を選択します。

8. デフォルトの宛先ディレクトリーを受け入れるか、あるいは他のディレクトリーを
入力し、「次へ」を選択します。

デフォルト・パスを受け入れる場合、WebSphere Commerce コンポーネントは以下
のパスにインストールされます。

DB2 Universal Database

C:¥Program Files¥WebSphere¥SQLLIB

IBM HTTP Server

C:¥Program Files¥WebSphere¥IBMHTTPServer

WebSphere Application Server

C:¥Program Files¥WebSphere¥AppServer

WebSphere Commerce

C:¥Program Files¥WebSphere¥CommerceServer55

9. 以下の情報を入力または選択します。

ユーザー ID
DB2 に割り当てるユーザー ID を入力します。このユーザー ID は、
WebSphere Commerce の実行時に WebSphere Commerce がデータベース
にアクセスするために使用されます。

これは、 4ページの『ユーザー ID、パスワード、および URL の早見表』
で説明されている Windows ユーザー ID です。

このユーザー ID は、DB2 Universal Database、IBM HTTP Server、および
WebSphere Commerce 構成マネージャーのサービスを開始するために使用
されます。
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ユーザー・パスワード
ユーザー ID と関連したパスワードを入力します。

マーチャント鍵
以下の基準を満たす 16 桁の 16 進数を入力します。

v 少なくとも 1 つの数字 (0-9) でなければならない

v 少なくとも 1 つの英字 (a-f) でなければならない

重要: マーチャント鍵は大文字は無効です。

v 4 つの文字を連続して使用することはできない

16 進数には次の数字および文字だけを含めることができます。 0、1、2、
3、4、5、6、7、8、9、a、b、c、d、e、f。

マーチャント鍵は暗号鍵として WebSphere Commerce 構成マネージャーで
使用されます。「マーチャント鍵」フィールドに自分のキーを入力する必
要があります。入力するキーは、サイトを保護できるものでなければなり
ません。ストアを作成した後、データベース更新ツールを使用してのみ、
このキーを変更できます。このツールを使用するには、構成マネージャー
にアクセスし、データベース・ノードを右マウス・ボタン・クリックし
て、「データベース更新ツール」を選択します。

WebSphere Commerce Payments インスタンス・パスワード
これは、WebSphere Commerce Payments データベースに保管されている機
密データを暗号化解除するために、WebSphere Commerce Payments で使用
されます。

WebSphere Commerce Payments インスタンス・パスワードは以下の基準を
満たしている必要があります。

v 少なくとも 1 つの数字 (0-9) でなければならない

v 少なくとも 1 つの英字 (a-z、A-Z) でなければならない

v 4 つの文字を連続して使用することはできない

サイト管理者 ID
WebSphere Commerce サイト管理者の ID を入力します。この ID は、
WebSphere Commerce アクセラレーター、管理コンソール、および組織管
理コンソールにアクセスするために必要です。また、この ID は
WebSphere Commerce Payments 管理者役割に割り当てられます。

重要: WebSphere Commerce のインストール時に入力したサイト管理者 ID

とパスワードを忘れないでください。この ID とパスワードがない
と、WebSphere Commerce アクセラレーター、管理コンソール、ま
たは組織管理コンソールにアクセスできなくなります。
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サイト管理者パスワード
サイト管理者のパスワードを入力します。サイト管理者パスワードには少
なくとも 8 文字が使われていなければなりません。

「次へ」をクリックして、次へ進んでください。

10. インストールするドキュメンテーションの言語を選択してから、「次へ」をクリッ
クして先に進みます。

11. Web サーバー構成ファイルの位置を示すパネルが表示されます。この値は変更でき
ません。「次へ」をクリックして、次へ進んでください。

12. インストールの選択内容を確認し、必要であれば選択内容を変更し、「次へ」を選
択します。

13. 表示されるプロンプトに従って、WebSphere Commerce インストーラーが求める
CD を挿入します。

進行状況表示バーにより、インストールの完了状況が示されます。

14. インストールが完了したことを示すメッセージを含むパネルが表示されたら、「次
へ」に選択します。「インストール完了」パネルが表示されます。

15. 「インストール完了」パネルで、WebSphere Commerce の詳細情報にアクセスする
か、または「終了」をクリックして、インストール・ウィザードを終了できます。

インストールの検証
WebSphere Commerce およびそのコンポーネントのインストール中に、ログ・ファイル
が生成されます。以下のログ・ファイルを調べて、インストールが成功したことを確認
してください。

v 『DB2 Universal Database インストール・ログ』

v 17ページの『WebSphere Application Server インストール・ログ』

v 17ページの『WebSphere Commerce インストール・ログ』

v 17ページの『WebSphere Commerce インスタンス作成ログ』

DB2 Universal Database インストール・ログ
このログには、DB2 Universal Database のインストール中に生成されたメッセージが含
まれています。このログ・ファイルのデフォルト位置は次のとおりです。

WC_installdir¥logs¥db2wi.log

WC_installdir のデフォルト値は、 11ページの『パス変数』にリストされています。

ログ・ファイルがデフォルト・ディレクトリーに見つからない場合は、次のディレクト
リーでログ・ファイルを調べてください。

drive:¥Documents and Settings¥user_id¥Local Settings¥Temp
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ログ・ファイルの最後の行に次のテキストが含まれている場合、DB2 Universal Database

は正常にインストールされています。

Product: DB2 Enterprise Server Edition --
Installation operation completed successfully.

メッセージはページに合わせて書式設定されています。このメッセージはログ・ファイ
ル内で 1 行に収められているはずです。

WebSphere Application Server インストール・ログ
このログには、WebSphere Application Server のインストール中に生成されたメッセージ
が含まれています。このログ・ファイルのデフォルト位置は次のとおりです。

WAS_installdir¥logs¥log.txt

WAS_installdir のデフォルト値は、 11ページの『パス変数』にリストされています。

次のメッセージがログ・ファイル内にある場合、WebSphere Application Server のインス
トールは完了しています。

INSTFIN: The WebSphere 5.0 install is complete.

WebSphere Commerce インストール・ログ
このログには、WebSphere Commerce インストール・ウィザードによって生成されたメ
ッセージが含まれています。このログ・ファイルのデフォルト位置は次のとおりです。

WC_installdir¥logs¥install_date_time.log

WC_installdir のデフォルト値は、 11ページの『パス変数』にリストされています。

このログを確認して、WebSphere Commerce のすべてのコンポーネントが正常にインス
トールされていることを確かめてください。

このログ・ファイルがデフォルト位置に見つからない場合、次のディレクトリーでロ
グ・ファイルを探してください。

drive:¥Documents and Settings¥user_ID

次のメッセージがログ・ファイル内にある場合、WebSphere Commerce のインストール
は完了しています。

WebSphere Commerce installation Complete.

WebSphere Commerce インスタンス作成ログ
WebSphere Commerce のインストール時のインスタンス作成により、以下のログ・ファ
イルが作成されます。

v auction.log

v createdb.log

第 3 章 WebSphere Commerce のインストール 17



v createdb_db2.log

v createsp.log

v populatedb.err.log

v populatedb.log

v populatedb2.err.log

v populatedb2.log

v populatedbnl.err.log

v reorgdb2.log

v trace.txt

ファイルは次のディレクトリーにあります。

WC_installdir¥instances¥demo¥logs

WC_installdir のデフォルト値は、 11ページの『パス変数』にリストされています。

前にリストされているログ・ファイルにエラーまたは例外が含まれておらず、上記のリ
ストにある以下のログが空になっている場合、インスタンス作成は正常に行われていま
す。

v populatedb.err.log

v populatedb2.err.log

v populatedbnl.err.log

v reorgdb2.err.log (このファイルはエラーがある場合にのみ作成されます)

また、以下のログの内容を確認して、エラーがないことを確かめてください。

v createdb.log

v createdb_db2.log

インスタンス作成が失敗した場合、「WebSphere Commerce インストール・ガイド」に
ある指示に従って、WebSphere Commerce インスタンスを手動で作成することができま
す。

次のステップ
WebSphere Commerce をインストールして、インストールを検証したら、以下を行って
継続することができます。

WebSphere Commerce サンプル・ストアの発行 (推奨)
WebSphere Commerce では、WebSphere Commerce にある様々な機能を示した多数のサ
ンプル・ストアを提供しています。 WebSphere Commerce サンプル・ストアは、
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WebSphere Commerce について理解するため、またカスタマイズしたストアを開発する
ための基礎として使用することができます。

サンプル・ストアを発行しない場合、ストアを開発するためのフレームワークを提供す
るために、サンプル・ストアのいずれかと関連したアクセス制御ポリシー、組織構造、
およびその他の情報を発行する必要があります。

WebSphere Commerce サンプル・ストアの発行については、WebSphere Commerce

Production and Development オンライン・ヘルプにある『WebSphere Commerce でのス
トア・アーカイブの発行』のトピックを参照してください。 WebSphere Commerce で提
供されているサンプル・ストアで作業するには、「WebSphere Commerce サンプル・ス
トア・ガイド」を参照してください。

WebSphere Commerce でのストアの開発については、「WebSphere Commerce ストア開
発者ガイド」を参照してください。

WebSphere Commerce で提供されている追加のソフトウェアのインストール
(オプション)

WebSphere Commerce は、WebSphere Commerce を拡張し、追加機能を提供する追加の
ソフトウェア・パッケージを多数備えています。 WebSphere Commerce で提供されてい
る追加のソフトウェアの詳細については、「WebSphere Commerce 追加ソフトウェア・
ガイド」を参照してください。
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第 4 章 情報の入手場所

WebSphere Commerce システムとそのコンポーネントに関するさらに詳しい情報は、さ
まざまな情報源からさまざまな形式で入手できます。この後の部分では、利用できる情
報と利用方法を示します。

WebSphere Commerce の情報
以下は、WebSphere Commerce に関する情報源です。

v WebSphere Commerce オンライン・ヘルプ

v WebSphere Commerce Web サイト

オンライン・ヘルプの使用
WebSphere Commerce のオンライン情報は、WebSphere Commerce のカスタマイズ、管
理、および再構成に関する主要な情報源です。 WebSphere Commerce のインストール
後、以下に示すいずれかの方法で情報を利用できます。

注: WebSphere Commerce オンライン情報は、インストール・プロセスの際に
WebSphere Commerce ドキュメンテーション・オプションを選択した場合にのみ利
用できます。

v 「スタート」→「プログラム」→「IBM WebSphere Commerce」→ 「ドキュメンテ
ーション」を選択します。

v ブラウザーをオープンして、以下の URL を入力します。

http://host_name:8000/wchelp

host_name は、WebSphere Commerce のインストール先マシンの完全修飾 TCP/IP 名
です。

WebSphere Commerce Web サイトの閲覧
WebSphere Commerce 製品情報は、WebSphere Commerce Technical Library

(http://www.ibm.com/software/commerce/library/) で入手できます。

このマニュアル (すべてのアップデート・バージョンを含む) は、WebSphere Commerce

Web サイトの「Library」セクションから PDF ファイル形式で入手できます。さらに、
新しいドキュメンテーションや更新されたドキュメンテーションを、この Web サイト
から入手できる場合もあります。

© Copyright IBM Corp. 1996, 2003 21

http://www.ibm.com/software/commerce/library/


WebSphere Commerce Payments の情報
WebSphere Commerce Payments のヘルプを表示するには、次のヘルプ・アイコンをクリ
ックしてください。

このヘルプ・アイコンは、WebSphere Commerce 管理コンソールおよび WebSphere

Commerce アクセラレーター内の WebSphere Commerce Payments ユーザー・インター
フェース、および以下の URL にあるスタンドアロンの WebSphere Commerce Payments

ユーザー・インターフェースに表示されます。

http://host_name:port/webapp/PaymentManager

変数は以下のように定義されます。

host_name

WebSphere Commerce Payments に関連した Web サーバーの完全修飾 TCP/IP

ホスト名。

port WebSphere Commerce Payments のポート番号。ポート番号の有効な値は 5432

(非 SSL) および 5433 (SSL) です。

ヘルプは以下の URL でも使用可能です。

http://host_name:port/webapp/PaymentManager/language/docenter.html

変数は以下のように定義されます。

host_name

WebSphere Commerce Payments に関連した Web サーバーの完全修飾 TCP/IP

ホスト名。

port WebSphere Commerce Payments のポート番号。ポート番号のデフォルト値は
5432 (非 SSL) および 5433 (SSL) です。

language

ヘルプ・ページが表示される言語の言語コード。ほとんどの言語では、2 文字
です。言語コードは以下のとおりです。

言語 コード

ドイツ語 de

英語 en

スペイン語 es

フランス語 fr

イタリア語 it

22 WebSphere Commerce クイック・スタート



言語 コード

日本語 ja

韓国語 ko

ポルトガル語 (ブラジル) pt

中国語 (簡体字) zh

中国語 (繁体字) zh_TW

WebSphere Commerce Payments および Payments Cassettes の詳細は、 WebSphere

Commerce Technical Library (http://www.ibm.com/software/commerce/library/ ) で入
手できます。

IBM HTTP Server の情報
IBM HTTP Server の情報は、IBM HTTP Server Web サイト
(http://www.ibm.com/software/webservers/httpservers/) で入手できます。

ドキュメンテーションは、HTML 形式、PDF ファイル、あるいはその両方で入手でき
ます。

WebSphere Application Server の情報
WebSphere Application Server の情報は、WebSphere Application Server InfoCenter

(http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/infocenter.html ) で入手できま
す。

DB2 Universal Database の情報
DB2 に関する情報は、DB2 のインストール後に、システム上にあります。これを利用
するには、「スタート」、「プログラム」、「DB2 for Windows 2000」をポイントし
て、「情報センター」をクリックします。

最新の情報については、RELEASE.TXT ファイルをご覧ください。このファイルは、製品
のインストール先ディレクトリーにあります。

入手可能な DB2 ドキュメンテーションのリスト、およびそれを表示したり印刷したり
する方法については、「 DB2 UDB (Windows 版) 概説およびインストール」のマニュ
アルをご覧ください。 DB2 の追加情報は、DB2 Technical Library

(http://www.ibm.com/software/data/db2/library/ ) で入手できます。
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その他の IBM 出版物
ほとんどの IBM 出版物は、IBM 認定販売業者または IBM の営業担当員にお問い合わ
せいただくことにより、購入できます。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものであり、米国以
外の国においては本書で述べる製品、サービス、またはプログラムを提供しない場合が
あります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営
業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービスに言及し
ていても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能であることを
意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのな
い、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用することができます。た
だし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの評価および検証は、お客様
の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有
している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許
諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わせは、書面に
て下記宛先にお送りください。

〒106-0032

東京都港区六本木 3-2-31

IBM World Trade Asia Corporation

Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で
提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべ
ての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。

国または地域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、
強行規定の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的に見
直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随時、この
文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を行うことがあ
ります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のため
記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありません。そ
れらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありません。それ
らの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。
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IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのな
い、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとします。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプログラ
ム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の相互利用
を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする方は、下記に
連絡してください。

IBM Canada Ltd.

Office of the Lab Director

8200 Warden Avenue

Markham, Ontario

L6G 1C7

Canada

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができます
が、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、IBM

所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれと同等の
条項に基づいて、IBM より提供されます。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公に利
用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っておりま
せん。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要求については
確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製品の供給者にお
願いします。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

DB2 DB2 Universal Database IBM
Lotus Notes WebSphere

Pentium は、Intel Corporation の米国およびその他の国における商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国およ
びその他の国における商標または登録商標です。

Microsoft および Windows は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国における
商標です。
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他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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